
































































































































































DVD教材： 3 歳児以降で「 3 年間の保育記録」
監修神長美津子・小田豊　岩波映像）を併用。
指摘事項：「 3 歳児」の授業で、






































































































































































































































「じゃんけんを 3 歳、 4 歳、 5 歳はそれぞれどのよ
うに遊びのなかで用いていたか」「排泄のための時























































　続く＜第14回＞は、前回と同じ要領で、 4 、 5
歳児の事例を学んだ。発言の積極性に変わりはな
かったが、前回が予習してきた内容を表出するこ
とに発言の意義を見出している人が多く見られた
ことから転じて、他の学生の発言を聴き、そこか
ら想起して「今の発言に関連して」と挙手する学
生が目立った。授業内で互いの学び合いが成立し
ていることを超えて、同じ課題に関心を持つ保育
者・教師間で児童のことを語らうなかから省察が
生まれる例がまさに実現しており、その都度、学
生の中に生まれているその様相を解説した。
　授業終了時においては、間違いなく幼児理解の
力をつけ、幼児と向き合って何らかの「理解できる」
実感を持てた自信が、学外実習で出会う幼児の姿
を楽しみに想像する意欲を生み出し、難題である
保育指導計画の策定に臨ませた。来年度に彼らが
幼稚園教育実習において幼稚園の現場に出ていく
とき、 1 年前に培った力が定着し機を得て発揮で
きるかどうか、その真価が問われるだろう。
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